
○ 全国で展開される各プロジェクトが共通の目標に向け、所管省庁や資金拠出機関の枠を超えて連携して研究開発を推進。 

○ 一体となった取組を実現するため、各代表者、関係機関からなるガバニング・ボードが全体をマネジメント。 

○ 要素技術の開発のみならず、日本のものづくりの復権に向けて将来展望を行うチームを編成し、方針を各研究にフィードバック。 

■グリーン④ グリーン・サステイナブルケミカルプロセス基盤技術開発（次世代蓄電池材料） 
 【平成25年度概算要求額：3.3億円（新規）】 
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